
韓国における介護事業展開について

（株）ほっとリハビリシステムズ

代表取締役 松井 一人



ほっとリハビリシステムズ事業拠点

主要事業
• 訪問看護
• 訪問介護
• 居宅介護支援
• 通所介護
• 短期入所生活介護
• 介護付き有料老人ホーム
• ｻｰﾋﾞｽ付高齢者専用住宅
• 看護小規模多機能事業
• 福祉用具貸与・販売
• 市町村介護予防事業受託

ほっとリハビリシステムズ
代表取締役 松井 一人



今後は、在宅サービスの延長線で包括的に総合力で勝負！
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特定入居者生活介護
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高齢者向け住宅

ロイヤルほっとクラブ

看護小規模多機能事業所

活き生きほっと倶楽部

＋

最期まで安心して暮らせるための地域ケア拠点

2016 ほっと地域包括ケアセンター福井北

短期入所生活介護事業所

ほっとリハビリショートステイ

中重度対応型通所介護事業所
ほっと地域リハビリセンター福井北居宅介護支援事業所

ほっとマネージメント福井
訪問看護事業所

ほっとリハビリ訪問看護ステーション



ほっとリハビリシステムズ
リハビリテーションを機軸とした事業展開



理学療法のエッセンスを注入した
通所介護事業所の経営

肉体改造ハッスルリハビリ ハツラツパーキンソン体操

スタビリハビリ ボトルアップリハビリ



Rehafit Menu

認知症予防
有酸素運動＋計算＋記憶記銘＋リズム



1.Benefit for Korea

• 韓国の高齢化は、自国の経済発展に強力なブレーキとなる
• 今後、韓国はアジア諸国の中でも、ハイスピードで超高齢化社会を迎
える（日本との時間差15年）

• 単身者も増加し、現状では対応困難な重度な介護を要する高齢者が
急増する

• 日本は既に超高齢化社会を迎え、介護事業が成長している
• 介護人材が不足している



高齢者比率が7％から14％へ
増加するのに必要な期間



Hot rehabilisystems Koreaへの第一歩
北陸・韓国経済連携会議【2013.11.20・21】



日本式介護＝自立支援型介護の主要骨格

1.介護が必要になった要因を入り口でしっかりと評価・アセスメントを実行

3.介護が必要になった者の主体的な「活動」や「参加」を促す事が出来る効果的選択メニューの構築

2.介護職を自立支援の視点からレベルアップ

• 自立支援型介護とは、利用者の心身機能の評価に基づき、その者の失ったり低下したりした機能を、客観的に評価し、他職種協働
で生活全般を通じ、残存機能を活かした主体的な生活を実践できる事を支援する介護である。

• 実践にあたっては、その実務にあたる介護職が適正な知識と技術を持ち合わせて実現できるものである。

• 多様な自立支援の視点に立ったニーズから、多様な活動や参加を促すメニューをケアリズムに位置付ける事で、いかなる状態像
の利用者も自己選択の自立を担保できなければならない

•リハビリテーション専門職による客観的で科学的な評価
•多職種協同による多角的な評価・アセスメント
•評価結果に基づいた根拠のある目標設定
•目標達成に向けた具体的プログラム計画の立案
•定期的な計画進行状況の確認

•生活の視点からリハビリテーションを捉え、その人のレベルに合わせ
た自立支援を強力に推進する介護を実践するケアワーカーの育成
•リハビリテーションを理解している介護員の育成

•自分らしく、活動意欲が高まる多彩な機能訓練メニュー
•それぞれの障害や疾病に合わせた「参加型機能訓練」
•同じ障害を持った人達どうしが支えあう事のできる仕組み
•自己選択・自己決定による主体的に参加できる仕組み
•「してもらう」ではなく自ら「する」機能訓練の取り組み
•在宅生活における課題と直結する実用的な機能訓練



日本介護事業の中でも、最先端の介護を提供
どのような状態になっても、その人らしく生き生きと復活を目指す介護
の提供

2.Selling point

いかなる状況においてもその人らしく生き生きと！
利用者様の復活へチャレンジし続ける攻めの介護

介護を科学しPOSITIVEに復活

リハビリテーションケアワーカー
リハビリテーションスタッフが監修した教育カリキュラム
を履修することで、より専門性の高い介護を提供できる

従来の日本の介護

人材育成・事業運営のノウハウ蓄積
科学的根拠に基づく、良質なケアの提供

重度者にも、肌理細やかに対応できる攻めの介護



Hot Rehabili Systems Kreaの事業意義と目的

• 韓国式自立支援型介護の確立と標準化を果たす
• 10年早く介護保険が制度化された日本において、ほっとリハビリシ

ステムズが手掛ける自立支援型介護を、韓国スタイルにバージョン
アップさせ、韓国独自の自立支援型介護の標準化を果たすシンクタ
ンクの役割を果たす

• 日本と韓国双方で福祉について学んだスタッフの軸に、学問の視点
からも客観的に良質な介護サービスを徹底検証する

• 業界の活性化
• 介護業界において、日韓合同の事業展開を果たす中で、国際的活動

を実践する事で、若いスタッフがモチベーション高く、事業に就業する

• 韓国の介護分野が能力や志が高い人材で支えられることで、更なる発
展が得られる

• 自立支援型介護の実践事業所のコンソーシアム化
• 資本力が豊かで、韓国内でシンボリックな企業と連合体を組み、自立

支援型介護を実践する事業所を拡大させる
• 事業としての成果を上げ、利用者数を増加させる



韓国企業職員のコンサルタント
RCW養成講座Rehabilitation Care Worker

Step1
座学にて、基礎知識を学ぶ

（解ったLEVEL）

Step2
技術的側面から学ぶ
（出来るLEVEL）

Step3
相手にプレゼンテーション出来る

（伝えるLEVEL）



韓国における活動



韓国福祉事業従事者
見学ツアー



韓国のデイサービスでも積極的に自立支援




